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■表3  平成24年度の支給の時期

■目標領域および方向性

■表2  所得による制限の例
支給の時期 6月 10月 2月

所得による制限 なし あり あり

■平成24・25年度の保険料率

変更前

均等割額

所得割率

限 度 額

40,300円

7.75％

50万円

変更後

■均等割額の所得による軽減について

変更後変更前
同一世帯内の被保険者および
世帯主の総所得金額などの合計額軽減割合

【33万円】以下で、同一世帯内の被保険者全員が
年金収入80万円以下（他の各種所得なし）の世帯9割軽減

【33万円】以下の世帯8.5割軽減

【33万円＋24.5万円×世帯の被保険者数
（世帯主である被保険者を除く）】以下の世帯5割軽減

4,030円

6,040円

20,150円

32,240円

4,180円

6,270円

20,930円

33,480円【33万円＋35万円×世帯の被保険者数】
以下の世帯2割軽減

41,860円

8.25％

55万円

支給の内容

子ども手当
2,3月分

児童手当
4,5月分

児童手当
6～9月分

児童手当
10～1月分

■表1  児童手当の支給額

※所得が一定額以上の場合、平成24年6月分以後の児童手当は支給されませんが、当分
の間、お子さんの年齢にかかわらず、15歳到達以後最初の3月31日までのお子さんについ
て、支給されることとなっています。

※第1子、第2子、第3子などの認定は、18歳以下のお子さんの人数で数えます。

（1）所得が一定額以下の場合

年齢区分

3歳未満（誕生日の月まで）

第1子・第2子

第3子以後

（2）所得が一定額以上の場合

年齢区分

0歳から15歳到達以後最初の3月31日まで

中学生（15歳到達以後最初の3月31日まで）

3歳以上小学校修了前まで

支給額（月額）

支給額（月額）

5,000円

15,000円

10,000円

10,000円

15,000円

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
か

か
る
財
源
に
つ
い
て
は
、

約
５
割
の
公
費
が
充
て
ら

れ
、
ま
た
約
４
割
は
現
役

世
代
か
ら
の
支
援
金
で
ま

か
な
わ
れ
、
残
り
の
約
１

割
を
保
険
料
と
し
て
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
険
料
は

大
切
な
財
源
で
す

※被用者保険の被扶養者であった方の軽減および所得割額の軽減については、従来どおり軽
減されます。詳しくは、国保年金課（☎○内835）または埼玉県後期高齢者医療広域連合（☎
048-833-3120）へお問い合わせください。

榎本さよ子さん

目標領域 方向性

栄養・食生活
（嗜好品含む）

身体活動・
運動

休養・
こころの健康

歯の健康

　生活習慣病を予防するとともに、生活の質の向上のためには、乳幼児期から
の食育の推進や、規則正しい食生活と家族や仲間と食事を楽しむことが大切
です。
　生活習慣病に関する知識の普及や情報提供を行うとともに、メタボリックシン
ドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健康診査の受診者を増やし、個別
保健指導を行いながら、生活習慣を改善するための支援の充実を図ります。
　栄養に関する知識の普及、啓発を行い、自分の適正体重がわかり、バランス
のよい食事と適度な嗜好品のとり方のわかる人を増やします。
　また、喫煙・受動喫煙による健康へのリスクを知らせ、禁煙を支援します。

　運動や身体活動を無理せず継続的に行うことにより基礎体力をつけ、いくつ
になってもいきいきと社会活動や自分のしたいことができる身体活動能力の維
持・向上を目指します。
　また、様々な機会を通じて、身体を動かすことの大切さを伝えていきます。

　こころと体のバランスを保つために、休養・ストレス管理など、こころの健康に
関心をもち、楽しくいきいきとした生活を送ることを目指します。

　自分に合った歯の健康管理ができ、いつまでも自分の歯に自信が持てる人を
増やします。

扶養親族等の数 所得額 収入額（目安）

0人

1人

2人

3人

622万円

660万円

698万円

736万円

833.3万円

875.6万円

917.8万円

960.0万円

　

新
た
な
児
童
手
当
は
、
こ
れ
ま

で
支
給
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
手
当

と
比
較
し
て
、
支
給
の
対
象
と
な

る
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
支
給
す
る

手
当
の
額
な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ

る
な
ど
の
修
正
点
が
あ
り
ま
す
。

　　

平
成
24
年
４
月
以
後
の
児
童
手

当
の
支
給
額
は
表
1
の
と
お
り
で

す
。

　

新
た
な
児
童
手
当
に
は
、
所
得

の
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
受
給

者
の
方
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
（
表
２
を
参
照
）、平
成
24
年

６
月
分
の
児
童
手
当
（
平
成
24
年

10
月
に
支
給
さ
れ
る
手
当
）
以
後

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

当
分
の
間
、
表
1
（2）
の
と
お
り
、

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
児
童
手
当
の
支

給
の
時
期
は
、
表
３
の
と
お
り
で

す
。

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

「
子
ど
も
手
当
の
認
定
（
注
）
」

を
受
け
て
い
る
方
は
、
児
童
手
当

法
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

平
成
24
年
４
月
に
お
い
て
は
、
請

求
な
ど
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
請
求
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
特
措
法
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
（
必
ず
、
平
成
24
年
９
月
28

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
）

②
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養

育
す
る
子
ど
も
が
で
き
た
方

③
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
出
生

な
ど
に
よ
り
養
育
す
る
子
ど
も
が

増
え
た
方

④
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の

市
町
村
か
ら
引
っ
越
し
を
さ
れ
た

方（
注
）
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子

ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
認
定
の
こ
と
で
す
。

平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年
1

月
ま
で
の
子
ど
も
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
こ
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
で
す
。

　

児
童
手
当
法
で
は
、
児
童
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
所

得
な
ど
の
状
況
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
届
け
出
は
、
６
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
個
別

に
通
知
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に

必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
10
月
分
か
ら
24
年
３

月
ま
で
の
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

は
、
認
定
請
求
を
し
て
い
な
い
場

合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
請
求
は
、
平
成
24
年
９
月

28
日
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
請
求
を
し
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
認
定
請
求
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
保
険
料
率

は
、
２
年
分
の
費
用
と
収
入
を
見
込
ん
で
保
険
料
率
を
算
定
し
、
２
年

ご
と
に
見
直
し
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
・
25
年
度
の
保
険
料
率

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■後期高齢者医療保険料の計算の仕方
（所得割率）  （均等割額）

（前年の総所得金額 － 基礎控除３３万円） × 8.25％ ＋ 41,860円 ＝ 年間保険料

民
生
委
員
は
ど
の
よ
う
な
人

で
す
か
？

民
生
委
員
は
、
「
民
生
委
員

法
」
に
定
め
ら
れ
、
厚
生
労

働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
市
内

で
は
、
現
在
３
地
区
の
民
生
委
員

・
児
童
委
員
協
議
会
に
分
か
れ
、

118
人
の
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

児
童
委
員
は
ど
の
よ
う
な
人

で
す
か
？

児
童
委
員
は
、
「
児
童
福
祉

法
」
に
定
め
ら
れ
、
全
て
の

民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
務
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
主
任
児
童
委
員
は

児
童
福
祉
関
係
を
専
門
に
担
当
し

ま
す
。
市
内
で
は
、
現
在
８
人
が

主
任
児
童
委
員
の
指
名
を
受
け
、

地
域
で
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
そ
の
専
門
知

識
を
生
か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
で
す
か
？

民
生
委
員
は
、
社
会
福
祉
の

精
神
を
も
っ
て
、
常
に
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。
近
年

増
加
し
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
孤
独
死
や
児
童
虐
待
に
対

し
、
地
域
住
民
に
根
ざ
し
た
活
動

を
生
か
し
、
専
門
的
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

相
談
し
た
い
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
で
す
か
？

住
所
に
よ
り
担
当
民
生
委
員

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
安
心
し
て
気
軽
に
相
談

で
き
る
身
近
な
民
生
委
員
を
紹
介

し
ま
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

民
生
委
員
は
守
秘
義
務
を
も

っ
て
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り
、

相
談
内
容
や
秘
密
が
他
に
漏
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

「民生委員・児童委員の日」
活動強化週間

５月１２日（土）～５月１８日（金）

　

民
生
委
員
と
し
て
31
年
間
活

動
さ
れ
て
い
る
八
潮
市
八
条
地

区
民
生
委
員
･
児
童
委
員
協
議

会
会
長
の
榎
本
さ
よ
子
さ
ん
に

活
動
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。

●
民
生
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
が
小
学
校
を
卒
業
し

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
終
え
た
と
き
、

町
会
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
お
引

き
受
け
し
ま
し
た
。
当
時
、
頼

り
に
な
る
先
輩
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
し
て
、
大
変
よ
く
し
て
い

た
だ
き
、
と
に
か
く
民
生
委
員

の
活
動
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

●
１
カ
月
の
活
動
状
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

月
に
20
日
ぐ
ら
い
活
動
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
の
ほ
か
小
学
生
の
登
下
校
時

に
通
学
路
に
立
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
が
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

協
力
な
ど
、
土
日
以
外
は
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で
感

じ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
で
は
、

10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
急
激
に
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
た

気
が
し
ま
す
。
現
在
14
人
の
高

齢
者
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増

え
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
子
ど
も
の
見
守

り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
姿
や
喜
ぶ
姿
を
見
た
り
、
地

域
の
方
に「
ご
苦
労
さ
ま
」と
声

を
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ

り
、
充
実
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
今
後
の
活
動
に
あ
た
り
、
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
地
域
福
祉
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
行
政
と
市
民
、
企
業
な
ど

が
連
携
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み

で
支
え
合
う
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

八
潮
市
健
康
づ
く
り

行
動
計
画（
改
訂
版
）を
策
定

　

こ
の
計
画
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
健
康

状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
に

生
活
習
慣
病
に
係
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
の
項
目
を
取
り
入
れ
、
健

康
診
査
な
ど
「
予
防
」
の
重
要
性

に
対
す
る
理
解
を
促
進
し
、
健
康

増
進
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
生
涯
健
康

で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
を
目
指
す
と
と
も
に
、

心
豊
か
な
満
足
で
き
る
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
を

通
じ
た
健
康
づ
く
り
施
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員・児
童
委
員
を

ご
存
じ
で
す
か
？

＆ 新
た
な
児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

新
た
な
児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

新
た
な
児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

〜
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
〜

平
成
24
年
４
月
か
ら
、子
ど
も
手
当
に
か
わ
り
、新
た
な
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□問
子
育
て
支
援
課
☎
○内
２
０
９

□問
健
康
増
進
課
☎
995
・
３
３
８
１

□問
国
保
年
金
課
☎
○内
８
３
５

支　

給　

額

所
得
制
限

支
給
の
時
期

現　

況　

届

子
ど
も
手
当
の
認
定
請
求

手　

続　

き

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
　
　
　

保
険
料
改
正

身
近
な
民
生
委
員
に

相
談
を
！

Ｑ ＱA

A

A Ｑ

A ＱA Ｑ

A Ｑ

　

５
月
１２
日
は
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、普
段
の
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
、心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、行
政
や
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役

を
果
た
す
な
ど
地
域
の
頼
れ
る
存
在
で
す
。市
内
で
は
、118
人
の
民
生
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

□問
社
会
福
祉
課
☎
○内
３
１
６

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
「
八
潮
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
」
を

見
直
し
、
新
た
に
改
訂
版
を
策
定
し
ま
し
た
。


